


～未来を拓く12人の女性のチカラ～

第２回

三春町女性模擬議会
令和８年７月11日㈯、自らの“おもい”を町政に届ける体験を通して、

議会への理解や親しみを深め、三春町の未来について考えるきっかけとなることを目的に開催しました。
今回は一般公募により集まった12名の方が模擬議員となり一般質問に登壇しました。
さらに、そのうち3人には議長役も担っていただき、本会議さながらの進行のもと、

参加者一人ひとりが地域への思いを胸に議場へ立ち、町政への提言や質問を行いました。

0101 「滝桜に続く観光資源を」0404 「町の魅力を生かした地域づくりを」

0202 「地産地消で学校給食を」0505 「障がいのある方の移動支援を」

滝桜だけでなく、梅
や桃、サツキなどを

活用し、年間を通して楽
しめる観光エリアを整備
してはどうでしょうか。
また、滝桜駐車場の有効
活用について町の考えを
伺います。

歴史や文化、自然な
ど三春町の魅力ある

資源を生かし、地域の活
性化や交流人口の拡大に
つなげる取り組みについ
て伺います。

学校給食における町
産・県産野菜の使用

状況や課題、今後の地産
地消を進める取り組みに
ついて伺います。

障がいのある方の通
院や短期入所時の移

動支援、タクシー券など
移送費助成について町の
考えを伺います。

滝桜周辺では花桃やブ
ルーベリーなども栽培

されています。原石山駐車
場の活用には制約もありま
すが、年間を通じた観光振
興につながる貴重な提案と
して受け止めています。今
後も町内各地の自然資源の
魅力発信に努めます。

滝桜の保全や文化財の
デジタル活用、アウト

ドアヴィレッジ三春の整備
などを進めています。今後
も地域資源を生かし、交流
人口・定住人口の拡大と持
続可能なまちづくりに取り
組みます。

学校給食で使用する野
菜は、町産が約 21％、

県産が約 53％となっていま
す。安定供給が課題ですが、
生産者との連携や食材情報
の共有などを進め、地産地
消のさらなる推進に取り組
みます。

利用実態や負担を把握
し、移動が困難な方へ

の支援策を検討していきま
す。また、ファミリーサポー
トセンターなど既存制度の
周知を進め、必要な支援の
充実に努めます。
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三
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0303 「安心して遊べる屋内施設を」0606 「子育てしやすいまちづくりを」

天候や季節に左右さ
れず、子どもたちが

安心して遊べる全天候型
の屋内遊び場の整備につ
い て 町 の 考 え を 伺 い ま
す。

少子化対策や子育て
支援、移住促進につ

ながる町独自の取り組み
について伺います

これまで整備を検討し
ましたが、施設や運営

面の課題から実現には至っ
ていません。今後は閉校と
なる学校施設の活用も含め、
子どもから地域住民まで利
用できる複合施設として検
討を進めます。

妊娠・出産から子育て
まで切れ目のない支援

に加え、電子マネー給付や
家賃補助、住宅取得支援な
ど町独自の制度を実施して
います。今後も子育て世帯
に選ばれるまちづくりを進
めます。
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0707 「障がい者の就労支援を」1010 「不登校児童生徒への支援を」

0808 「桜シーズンのにぎわい創出を」1111 「核兵器廃絶町宣言の周知を」

障がい者雇用の現状
と、就職活動に必要

な求人情報の充実につい
て伺います。

学校統合後の環境変
化による不登校への

対応や、オンライン学習、
保護者への相談支援につ
いて伺います。

桜シーズンに街なか
を彩る装飾や、滝桜

から中心市街地へ観光客
を呼び込む取り組みにつ
いて伺います。

三春町核兵器廃絶町
宣言を、庁舎への掲

示などにより町民へ広く
周知してはどうか伺いま
す。

町役場では法定雇用率
を満たしています。今

後はハローワークなどと連
携し、障がい者求人へのア
クセスや相談窓口を分かり
やすく案内するなど、情報
発信の充実を図ります。

学校やスクールカウン
セラー、「あこがれ教室」

が連携して支援しています。
タブレットを活用したオンラ
イン学習や保護者への相談
体制を整え、一人ひとりに
寄り添った支援を進めます。

街なかの装飾について
は費用面も含め検討し

ます。観光案内や VR・AR、
スタンプラリーなどによる
周遊促進に取り組んでおり、
今後もさらなる誘客策を検
討します。

庁舎への掲示は予定し
ていませんが、核兵器

廃絶は重要な取り組みと考
えています。今後は広報紙
なども活用し、「三春町核兵
器廃絶町宣言」の周知に努
めます。
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0909 「高齢者が活躍できる地域づくりを」1212 「楽しいわんぱくクラブへ」

高齢者が学び続け、
地域で活躍できる新

たな学びの場づくりにつ
いて伺います。

長期休業中のわんぱ
くクラブで、子ども

たちがより楽しく過ごせ
る環境づくりについて伺
います。

明徳大学をはじめ高齢
者学級で学びの機会を

提供しています。新たな４
年制講座の設立は課題があ
りますが、高齢者学級や地
域との連携を深め、生涯学
習の充実を図ります。

放課後児童クラブでは
自主性や社会性を育む

ことを目的に運営していま
す。長期休業中も生活リズ
ムに配慮しながら遊びの時
間を確保し、子どもたちが
安心して楽しく過ごせる環
境づくりに努めます。

2026年8月1日発行2026年8月1日発行2026年8月1日発行2026年8月1日発行 4455



令和８年４月第１回会議・５月第１回会議
「町政運営」と「防災・教育環境の充実」に向けた議案を可決

４月２１日・５月２１日に臨時議会を開催し、町政の安定的な運営と、
子どもたちの安心・安全な学習環境の確保に向けた議案を審議しました。

副町長の再任に同意

移動式エアコン・発電機の
買入れについて

スクールバス（マイクロバス）の
買入れについて

令和８年５月22日の任期満了に伴い、
引き続き伊藤朗氏を副町長に選任する
ことについて、議会の同意を求めるもの
でした。議会はこれに同意しました。

町内の小中学校の暑さ対策
および災害時の電源確保の
ため、移動式エアコンと発
電機を各20台購入し、小学
校全６校に各２台ずつ、中
学校全２校に各４台ずつ配
置します。

小学校統合に伴い、児童の通学環境を整備するた
め、スクールバス（マイクロバス）を３台購入します。

４月
２１日

５月
２１日

移動式エアコン 現在のスクールバス

定例会６月会議　議案の審議結果
令和８年度三春町補正予算

条例の廃止・一部改正

その他

●三春町学校給食共同調理場条例を廃止する条例 
　小学校再編に伴い、学校給食共同調理場を廃止するため。
●三春町税条例の一部を改正する条例 
　地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、町税の取扱いについて必要な措置を講じるもの。
●三春町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例 
　小学校再編に伴い、令和９年３月31日をもって中妻・中郷小学校が閉校となるため、小学校の名称・位置 
　を削除するもの。
●三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
　国民健康保険税の負担適正化を図るため、税率等の改定や規定の整備をするもの。

●三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替工事請負契約について 
　まほらホールの照明設備をＬＥＤへ切り替える（令和８～９年度の２か年で実施）。
●町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約について 
　実沢字高畑地内の橋の架け替えを行う。

一般会計補正予算（第２号） ７，１４４万円増額
国民健康保険特別会計補正予算（第１号） １，１９５万円減額
介護保険特別会計補正予算（第１号） １９２万円増額

全
議
員
賛
成
・
可
決

　議長という大役を務めさせていただき、本当に感謝感激でした。しかし、当日は台本を指で
なぞることに精いっぱいで、質問や答弁の内容まで頭が回りませんでした。それでも、議長席
から議場の雰囲気を存分に体感することができ、貴重な経験になりました。今回の体験を通し
て、議長は質問者と答弁者をつなぐ大切な役割を担っていることを実感しました。なかなか経
験できることではないので、多くの方にもぜひ一度体験していただきたいと思います。

　議長という貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。先に一般質問を終えた
ことで緊張がほぐれ、議長役を務める際は内心ワクワクしながら、皆さんの質問と答弁に耳を
傾けていました。議会と聞くとハードルが高く感じられますが、今回の経験を通じて町政との関
わりをより身近に感じることができました。一人一人の町を想う気持ちが大好きな三春町のま
ちづくりに繋がるのだと思うと、これからの三春町の未来がさらに楽しみです。

　最初はハラハラドキドキで、とても緊張しましたが、このような貴重な体験をさせていただ
き、本当にありがとうございました。
　一般質問では、それぞれが日頃感じていることや聞いてみたかったことを発表でき、とても良
い機会になったと思います。私自身も知らなかったことがたくさんあり、大変勉強になりました。
　女性議員の皆さんには、これからも三春町がより素晴らしい町になるよう頑張っていただきた
いです。これからも応援しています。

今回の女性模擬議会では、12人の模擬議員のうち3人が
議長役を務めました。
議事を進行する立場だからこそ感じた緊張や責任、そして
議場から見えた景色とは―。
議長役を体験した3人に、率直な感想を伺いました。

女性模擬議会には、多くの方に傍聴いただきました。参加者の真剣な議論や議場
の雰囲気をどのように感じたのか。傍聴者の皆さんに、率直な感想や印象を伺い
ました。

議長席から見えた景色

傍聴者の声

　22年ぶり2回目となる女性模擬議会は、開催にあたり不安もありましたが、12名の皆さんからご応募いただき、女性ならで
はの視点から町政に対する要望や提案、意見など、多岐にわたる内容について堂 と々質問していただきました。また、3名の方
には議長役を務めていただき、円滑な議事進行にご協力いただきました。
　今回の体験を通して、議会や議員の役割について理解を深めていただくとともに、今後もさまざまな
形で町政や地域づくりに積極的にチャレンジいただくことを期待しています。
　また、町執行部には一つひとつの質問に対し、丁寧で分かりやすく、前向きな答弁をしていただきまし
た。議会側においても、参加者へのサポートや多くの傍聴者への案内など、円滑な運営にご尽力いただ
きましたことに感謝申し上げます。
　今回いただいた貴重な要望や提案が今後の町政に生かされ、さらなる三春町の発展につながること
を心より願っています。

渡部 愛子さん

武藤 友紀さん

黒羽 美和子さん

　今日の皆さんの質問を聞いて、改めて三春
の事を色 と々考えていることに感心しました。
聞いていて説得力があるし、共感できました。
　この試みは２回目ということでしたが、また
やってほしいと思います。そうすることで多くの
町民からも、議会のやっていることをもっと理
解してもらえる気がしました。

Y＆Y.K.さん

　模擬議会では、女性議員となった皆さんが、それぞれ丁寧に質疑され
ており、傍聴席にいてとても聞き取りやすかったのが印象的でした。
　話す内容が良くても、「伝わりやすさ」や「聞き取りやすさ」が伴わ
なければ、町民にはなかなか響かない部分もあると思います。その点で
も、今回の模擬議会は内容が自然と耳に入ってきて、とても身近に感じ
ることができました。大拍手！

М.М.さん

　議員の皆様が若い人からご高齢の方まで、様々な職業の人たちが
関わって行政にいろいろな意見を述べていることに驚きました。12名
の方が参加され、三春町を愛する気持ちが強い人が多いと感じ、活
気があって素晴らしいと思いました。
　意見を言ってもなかなか実践できないこともあると思います。行政
ですから予算も非常に絡んでくるし、できない理由や優先順位につい
てもご理解いただく必要があります。できない理由を共有することが
すごく大事だと思います。　　　　　　　　　　　　　   O.F.さん

　普段の議会傍聴は何度かありましたが、
女性模擬議会は初めて傍聴しました。
　12名の方の模擬議会応募に頼もしさを
感じました。また、質問内容も女性目線か
らのものもあり、新鮮味がありました。
　今回の模擬議会を契機に、女性議員の
増員に期待します。　　　　　M.T.さん

あ と が き　三春町議会議長　影山初吉
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まちの“ギモン”に直撃！
５月３０日（土）定例会６月会議で６名の議員が一般質問に登壇

※一般質問とは…議員が町に対し町政全般の幅広いテーマについて、政策の提言や
行政の監視を目的に、政策の執行状況や将来の方針などについて
質問します。

内容をダイジェスト版でお知らせします。
各ページ２次元コードから一般質問録画映像がご覧いただけます。

滝桜入場者数を倍増させるには
PR活動等で
観光誘客につなげたい
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し
ま
し
た
。

問

習
い
事
に
行
く
際
に
は
、
ク
ラ

ブ
か
ら
駐
車
場
ま
で
送
っ
て
い

く
な
ど
、
保
護
者
も
児
童
も
安
心
で

き
る
よ
う
な
運
営
に
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

教
育
課
長

保
護
者
の
負
担
が
減

ら
せ
る
よ
う
に
、
今

後
さ
ら
に
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
協
議

し
た
上
で
、
見
直
し
が
必
要
な
点
は

見
直
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石石い

し

い

い

し

い井井　　
一一か

ず
ま
さ

か
ず
ま
さ正正  

議
員
議
員

鈴鈴す

ず

き

す

ず

き木木　　
利利と

し
か
つ

と
し
か
つ一一  

議
員
議
員

東京のアンテナショップ
「日本橋ふくしま館MIDETTE」

高齢者には大変な階段

三春町公式チャンネル

柏崎刈羽原発再稼働中止の陳情に対し賛否分かれる
　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転の中止を求める陳情について審議し、議員からは福島
第一原子力発電所事故の経験を踏まえた安全性への懸念や、エネルギーの安定供給の必要性など、それぞれ
の立場から討論が行われました。

陳情とは・・・国や地方公共団体などの公の機関に対して要望や意見、実情を訴えること。

反対討論

影山　孝男　議員

　昨年の定例会６月会議においても同様の陳情
が提出されましたが、不採択となっております。
　国際情勢の影響による燃料価格の高騰や、今
後の電力需要の増加が見込まれる中、安定した電
力供給の確保が必要です。
　また、東京電力には福島第一原発の廃炉という
重要な使命があり、その遂行には経営基盤の安
定も求められます。これらを総合的に考え、再稼
働および営業運転は妥当であるとして、陳情に反
対します。

賛成討論

山崎　ふじ子　議員

　柏崎刈羽原子力発電所は福島県に近く、事故
が発生した場合、再び放射線被害を受けるおそ
れがあります。新潟県では大規模な地震が繰り返
し発生しており、安全性への懸念は大きいです。
　福島第一原発事故の影響により、山菜やきのこ
の採取・出荷制限が続くなど、住民生活は依然と
して事故前の状態には戻っていません。また、多く
の住民が避難生活を余儀なくされており、「原子
力緊急事態宣言」も継続しています。
　こうした経験から、新潟県民に同様の苦しみを
味わわせるべきではないとして、陳情に賛成しま
す。

意 見 書 提 出 陳 情
影
山
孝
男

三
瓶
一
壽

大
内
広
信

佐
藤   

弘

山
崎
ふ
じ
子

石
井
一
正

小
林   

孝

松
村
妙
子

三
瓶
文
博

篠
崎   

聡

橋
本
善
一
郎

佐
久
間
正
俊

影
山
常
光

遠
藤
亮
子

鈴
木
利
一

影
山
初
吉

採　択 　地方財政の充実・強化を
求める意見書の提出陳情 ○○○○○○○○○○○○○○○

不採択

　東京電力柏崎刈羽原子力
発電所の再稼働・営業運転
を中止することを求める意
見書の提出陳情

×
討
論

×
討
論
×○

○
討
論
××××

○
討
論
×××××
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傍聴者へ直撃インタビュー

一般質問 傍聴者アンケートまとめ（傍聴者20名全員回答）

モンベルオープンの相乗効果は
年間約16万人の来場など
一定の効果あり

Q

A

農業支援の充実を
国・県・町など
各種補助制度で支援

Q

A

小学校の避難訓練はどのように実施していますか

1年に2回以上実施しています

Q

A

三春病院指定管理委託者の視点は
持続可能な
医療提供体制を目指す

Q

A

問

モ
ン
ベル
が
オ
ー
プ
ン
し
て1

年

経
過
し
ま
し
た
が
、
①
モ
ン
ベル

誘
致
のコン
セ
プ
ト 

②
来
場
者
数 

③
町

への
収
益 

④
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
取

り
組
み 

⑤
観
光
客
の
年
間
増
加
目
標

10
万
人
は
何
に
対
し
て
か 

⑥1

年
経
過

で
創
出
さ
れ
た
実
績
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
伺
い
ま
す
。

町
長

①
観
光
客
・
交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
る
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
さ
く
ら
湖
周
辺
で
豊
か
な
自

然
環
境
を
気
軽
に
楽
し
め
る
場
所
の
創

出
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 
②1

年
間
で
約
16
万
人
で
す
。ま
ち
な
び
カ
ー

ド
の
設
置
に
よ
り
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。 

③
法
人
・
個
人
住
民
税
は
守
秘

義
務
が
あ
り
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、

年
間
約
５
４
０
万
円
の
家
賃
収
入
が
あ

り
ま
す
。 ④
モンベルス
ト
ア
の
誘
致
、キ
ャ

ン
プ
場
や
カ
ヤ
ック
場
、
田
部
井
淳
子
記

念
館
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

⑤
三
春
の
里
田
園
生
活
館
の
年
間
観
光

客
入
込
数
約
20
万
人
（
令
和
４
年
）
に

対
し
、
10
万
人
以
上
の
増
加
と
設
定
し

ま
し
た
。 

⑥
一

定
の
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
が
、

経
済
波
及
効

果
が
よ
り
大
き

く
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と

考
え
てい
ま
す
。

問

肥
料
や
飼
料
、
農
業
資
材
、

機
械
な
ど
の
価
格
高
騰
に
よ
り

農
家
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
農
業
用
施
設
の
建

設
に
対
す
る
支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
課
長

こ
れ
ま
で
農
産
物
販

売
農
家
や
畜
産
農
家
、

水
稲
生
産
者
な
ど
へ
の
支
援
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
共
同
利
用

施
設
や
認
定
農
業
者
に
よ
る
施
設
整

備
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
施
設
の
種
類
や
経
営
状
況
に

応
じ
て
国
や
県
の
補
助
制
度
も
活
用

で
き
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問

現
在
、
小
学
校
の
避
難
訓
練

は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

教
育
長

複
数
回
訓
練
を
行
い
、
事

前
連
絡
し
て
の
実
施
だ
け

で
は
な
く
知
ら
せ
ず
に
実
施
す
る
方

法
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

問

抜
き
打
ち
の
訓
練
や
実
際
の

災
害
で
、
校
庭
に
い
て
も
教
室

に
戻
る
児
童
が
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
町
で
は
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

近
く
の
教
職
員
の
指
示
を

聞
き
、
教
室
に
戻
ら
ず

避
難
場
所
に
集
合
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。

各
校
で
策
定
し
た
緊
急
時
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
も
と
に
、
年
度
初
め
の
避
難

訓
練
前
に
避
難
の
注
意
点
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

問

現
在
の
事
態
に
な
る
兆
候
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
っ
た

と
し
た
ら
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
。

副
町
長

星
総
合
病
院
か
ら
経
営
が

厳
し
く
な
る
話
は
令
和
６

年
８
月
９
日
付
文
書
に
て
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
事
前
の
協
議
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

問

そ
れ
ら
の
兆
候
に
対
し
て
、
町

は
取
れ
る
限
り
の
回
避
策
を
講

じ
た
の
で
す
か
。

副
町
長

町
と
し
て
は
、
令
和
７
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
負

担
金
（
２
，
７
７
３
万
円
）
の
免
除
や

星
総
合
病
院
へ
指
定
管
理
料
（
年
額

１
，
５
０
０
万
円
程
度
）
等
を
支
払
う

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
が
、
合
意
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

今
回
の
事
態
の
反
省
点
と
今
後

の
改
善
策
は
見
い
出
せ
た
の
で

す
か
。

副
町
長

今
後
は
地
域
医
療

需
要
や
医
療
人
材

確
保
状
況
、
町
の

財
政
負
担
を
踏
ま

え
て
、
持
続
可
能
な

医
療
提
供
体
制
の

構
築
に
向
け
て
検
討

し
てい
き
ま
す
。

遠遠え
ん
ど
う

え
ん
ど
う藤藤　　

亮亮り
ょ
う
こ

り
ょ
う
こ子子  

議
員
議
員

小小こ
ば
や
し

こ
ば
や
し林林　　

孝孝た
か
し

た
か
し  

議
員
議
員

篠篠し
の
ざ
き

し
の
ざ
き崎崎　　

聡聡さ
と
し

さ
と
し  

議
員
議
員

三三さ
ん
ぺ
い

さ
ん
ぺ
い瓶瓶　　

一一か
つ
と
し

か
つ
と
し壽壽  

議
員
議
員

令和８年５月現在登録者数49店舗
三春町農業者支援ガイドブック

（令和７年度版）

乞う。安心安全を再び

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

　初めての傍聴でした。来たいとは思っていましたがなかなか都合がつかず、今回は社会
勉強のためと思い家族で来ました。知らないことだらけでしたが町政を身近に感じること
ができました。
　学校関係の質問に関心があったので、「わんぱくクラブ」の内容はみんなで共有してい
きたいと思います。
　分かりやすく整理して質問すれば、なお聞きやすかったと思います。議員さんは町の代
表なので頑張ってほしいです。

　何度か傍聴に来ていますが、今回が一番充実した質問に感じました。三春町をどういう
町にしていくか、基本的なことが問題点になっていると思います。病院に関しての質問はも
う少し充実した内容でやり取りしてほしかったです。
　議員さんが町にいろいろと要望しても、受け皿がなければ何も進展しないと思います。
今回も楽しく過ごすことができました。

M.M. さん
（八島台）

橋
はしもと

本 周
しゅうぞう

三さん（御免町）

① 質問テーマについて
　主な意見
　 ・	関心のあるテーマについて議論しているのを聞

いて、自分ももっと考える必要があると感じた。
　 ・	病院に関する問題について、町民の不安や不便

をよく理解してもらい、今後の対策・対応をお願い
したい。

議会コメント
病院、福祉、観光、交通など、町民生活に直結する
課題が取り上げられており、重要なテーマとして関
心を持って受け止められていました。

② 質問の中身について
　主な意見
　 ・	費用対効果をふまえた質問内容の検討が必要

ではないか。
　 ・	利用実態や割合などのデータを提示してほしかっ

た。
　 ・	結果に対する反省ではなく、前向きな質問であっ

てほしい。
議会コメント

質問に対しては、より客観的なデータや根拠に基づ
き、町全体の課題や将来を見据えた建設的な議論
を期待する意見が寄せられました。

次回の一般質問は９月５日（土）午前１０時予定です。
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その後どうなった

未来につなぐ議会改革　～議員定数・報酬を見直します～

一般質問で取り上げたテーマについて議員が追跡調査しました

PTA総会等への参加環境改善
令和８年定例会３月会議で質問したなかで話のあっ
た「授業参観後の児童の居場所」について、三春小
学校から令和8年4月13日付で、「PTA総会には保
護者と児童が一緒に参加できること」、「学年懇談
会の際には児童が隣の教室で待機できること」と通
知がありました。
この対応により、これまで総会や学年懇談会への参
加が難しかった保護者も参加しやすくなり、学校と
保護者との連携強化につながったものと考えます。

（遠藤亮子）

移動式空調設備導入が決定
令和７年定例会９月会議の一般質問で提案した「体
育館への空調設備導入」について、町内全小中学校
体育館への移動式空調設備導入が決定しました。こ
れは熱中症対策や避難所機能の向上につながるも
のであり、子どもたちや施設利用者の安全・安心の
確保に向けた大きな前進と考えます。今後は、各種
大会や避難所として利用される三春町民体育館へ
の空調設備導入についても、引き続き強く要望して
いきます。

（大内広信）

委員会レポート
定例会6月会議の委員会活動を報告します

総務常任委員会「三春分署移転整備事業を調査」
　基本設計・実施設計は令和８年８月末までに完成予定で、
その後、令和８年10月に郡山地方広域消防組合が入札を実
施する予定です。建設工事は令和10年１月末の完成を目指し
ています。
　新しい分署は、大字熊耳字大平地内に建設され、建築延
べ面積は約600㎡の２階建て、敷地面積は2,469㎡となり
ます。勤務人員は14名（当務員４名）を予定し、ポ
ンプ車、救急車、広報車が配備される計画です。

経済建設常任委員会「現地調査を実施」
　町内各所の現地調査を行いました。
　「町道実沢青石永志田線」では、橋梁架替工事が進めら
れており、全線の早期完成が望まれます。
　また、振興作物として普及拡大を進めているハウスぶどう
栽培の現場を視察したほか、北町蔵にオープンした「三春レ
ザー」を訪問し、革製品の製作販売やクラフト教室の運営状
況を確認しました。
　このほか、大平地区の漏水箇所や歴史民俗資
料館浄化槽設置現場についても調査を行いまし
た。

文教厚生常任委員会「障がい福祉サービス事業所を調査」

報酬について
　議員報酬は1997年以降、約30年にわたり月額
224,000円から変わっていません。議員活動に要す
る時間や責任の大きさを踏まえると、生計維持が難
しい水準であり、議員のなり手不足の一因になって
いると意見がありました。

議員定数について
　７月２日の全員協議会において協議を行った結
果、現在16人である議員定数を２人減の14人とする
ことで合意しました。
　今後、定例会９月会議に議員定数条例の一部改
正案を上程し、可決された場合、次回の改選から定
数は14人となります。

　議会では、議員定数および議員報酬の見直しについて、全員協議会で10回、議会運営委員会で８回にわた
り議論を重ねてきました。報酬については、今後議長から町長へ申し入れを行い、町長が特別職報酬等審議会
に諮問する予定です。その後審議結果を踏まえ、定例会９月会議に関係議案が上程される予定です。

建設予定地の熊上字大平地内

富沢字細田地内のブドウハウス

②就労継続支援B型事業所「みはる工房」
箸セット作りやウエスカット作業、高齢者住宅の清掃、
資源物回収などを実施。

④いちご
介護を必要とする方を対象に、訓練や創作活動などを
通して、自立した生活を支援する生活介護事業所。

①5月26日荒町にオープンした
地域活動支援センター「さくら」
創作活動や生産活動を通して、障がいのある方が地域社
会と交流する機会を提供。

③でんでんむし
就労継続支援B型事業として、利用者が働く場を通じて
知識や能力の向上を図り、自立した生活につなげている。

⑤かたつむり
クッキーや豆かりんとう、箸細工の製作のほか、役場桜
ホールで喫茶販売を行っている。

地域の消防・救急体制のさらなる充実が期待されます。
委員長　三瓶 文博

地域産業の振興やインフラ整備が着実に進められてい
ることを実感しました。　　　　　委員長　影山 常光

障がいのある方が地域で安心して暮らし続けられる環境
づくりの重要性を改めて認識しました。　委員　石井 一正

議会全員協議会 議会運営委員会
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福島県町村議会議長会広報研修会に参加

◆応募方法
クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だより」に対するご意見、ご感想を併せ
て記入のうえ、はがき、またはＦＡＸで送付（送信）してください。また、Ｅ-mailでの応募も受け付けま
すので、必要事項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信してください。正解者の中から、抽選で３名の
方に１,０００円分の商品券を差し上げます。当選は発送をもって代えさせていただきます。

◆送付先	 〒９６３-７７９６　三春町字大町１－２ 三春町議会事務局
	 Ｅ-mail　gikai@town.miharu.lg.jp

◆締切日	 令和８年８月２１日（金）（当日消印有効）
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ対応業以外の目的には使用しません。

７月に女性模擬議会が行われましたが、
参加された女性は何名でしょうか？

①８人　②１０人　③１２人

前回の答え
②４００人

第49回議会クイズ

はがきが無くても
回答できます

意見交換会とは
　三春町民の皆さんと議員が、地域の課題や暮らしのこと、
まちづくりについて自由に話し合う場です。

開催概要
時期　通年で開催（平日のみ）
時間　１時間半～２時間程度
場所　三春町役場(団体の希望場所でも可）
対象　三春町内の団体(５人以上）

こんな方におすすめ！
✓  三春町をもっと良くしたい
✓  地域活動に興味がある
✓  若い世代の声を届けたい
✓  子育て・教育について話してみたい
✓  議会を身近に感じてみたい

申し込み・問合せ
三春町議会事務局
☎0247-62-8124

　三春町議会では、皆さんの声を町政や政策提案に活かす
ため、「町民と議会との意見交換会」を毎年開催しています。
地域で感じている課題や将来への思い、日頃の活動の中で
気づいたことなどを議員と直接話し合ってみませんか？

まちの課題解決に向けて
議員と一緒に話してみませんか？

桜寿会Ａチーム優勝！議長杯ゲートボール大会

田村地方町村議会議長会表彰

　４月28日、白山屋内ゲートボール場にて「第23回
三春町議会議長杯ゲートボール大会」を開催しまし
た。
　当日は12チームが参加され、中郷地区の桜寿会Ａ
チームが優勝しました。
　上位２チームは県大会出場となり、さらなる活躍
が期待されます。
　桜寿会Ａチームの皆さん、おめでとうございます！

　影山常光議員と山崎ふじ子議員が、田村地方町
村議会議長会から表彰を受けました。お二人は平成
27年10月から10年以上にわたり議員として在職し、
住民福祉の向上と地方自治の振興に尽力された功
績が認められ、この度表彰されました。受賞された
お二人に心よりお祝い申し上げます。

◦	「誰に、何を、どのように伝え、どうなってもら
いたいか」という広報の目的を改めて認識し
ました。

◦	表紙や写真、リード文の必要性、著作権な
ど、住民に読まれるための紙面づくりの工夫
を学びました。

参加した感想

令和８年度町民と議会との意見交換会 参加団体募集中！

詳しくはこちら▶

　７月１日、ビックパレットふくしまで開催された、福島
県町村議会議長会主催の広報研修会に広報広聴常任
委員７人が参加しました。（一社）自治体広報広聴研
究所代表理事の金井茂樹氏が講師を務めた研修会で
は、「広報マインドの重要性」と「読まれる議会だより
づくり」について学びました。
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「はい、議長！」

発行／福島県三春町議会　編集／広報広聴常任委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
メールアドレス／ gikai@town.miharu.lg.jp

みはる議会だより
スマートフォンへ

配信中 !

広報広聴常任委員会
委員長／山崎ふじ子 　副委員長／篠崎聡
委　員／影山孝男　 三瓶一壽 　大内広信 　遠藤亮子 　鈴木利一
編集アドバイザー／小橋知子

シリーズ No.11 ～みはるのキラ人～
「みはるのキラ人」と題して、三春町で活躍されている方をシリーズで紹介していきます。

今回は、中妻小学校のお二人にお話を伺いました。

中妻小学校　６年

佐々木 心晴さん
さ　さ　き　　こはる

❶ 

今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

 

算
数
の
勉
強
で
、
分
数
の

か
け
算
や
こ
れ
か
ら
学
習

す
る
わ
り
算
の
算
数
の
問

題
を
ま
ち
が
え
ず
に
解
き

た
い
で
す
。

❷ 

学
校
で
楽
し
い
こ
と
は

 

縦
割
り
班
で
の
活
動
で
他

の
学
年
と
交
流
し
た
り
、

学
級
活
動
で
当
番
活
動
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し

い
で
す
。

❸ 

将
来
の
夢
は

 

お
い
し
い
パ
ン
を
作
る
職

人
に
な
っ
て
、
す
て
き
な

パ
ン
を
売
る
お
店
を
開
き

た
い
で
す
。

❹ 

町
に
対
し
て
の
希
望
は

 

小
さ
い
子
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
、
み

ん
な
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い
で

す
。

学習に学校行事に全力でがんばっています！

中妻小学校　６年

千葉 蒼真さん
ち　ば　　そうま

❶ 

今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

 

宿
泊
学
習
で
行
っ
た
会
津

の
歴
史
を
調
べ
る
こ
と
で

す
。

❷ 

学
校
で
楽
し
い
こ
と
は

 

ね
ん
土
で
ゴ
ジ
ラ
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
宇
宙
怪
獣
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。

❸ 

将
来
の
夢
は

 

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
商
品
が

好
き
な
の
で
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
店
長
に
な
る
こ
と

で
す
。

❹ 
町
に
対
し
て
の
希
望
は

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
食

べ
物
が
食
べ
ら
れ
る
の

で
、
ぜ
ひ
呼
び
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

６年生６人、みんなでがんばっています！

今
月
の
表
紙

　
今
月
の
題
字
は
花
恋
（
か
れ

ん
）
ち
ゃ
ん
９
歳
の
筆
字
で

す
。

　
写
真
は
「
女
性
模
擬
議
会
」

の
様
子
で
す
。
初
め
て
の
体
験

と
は
思
え
な
い
迫
力
あ
る
質
問

に
、
私
た
ち
議
員
も
大
い
に
奮

い
立
つ
思
い
で
す
。

今年度で閉校となる
中妻小学校について、
どのように感じていますか？

閉校になるのはとても悲しいですが、
三春小学校でも中妻小学校で受け継がれてきた
伝統を大切にし、引き継いでもらいたいです。




